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アカマツ(Pinus densiflora Sieb. et Zucc.)はマツ科マツ属の常緑針
葉樹であり，日本では本州，四国，九州の屋久島まで広く分布す

る 1)。古くは万葉集で多く詠まれ，今なお，お正月に門松として

用いられるなど，我々日本人の文化とも結びつきが強く，なじみ

が深い樹木といえる。しかし，マツ材線虫病(pine wilt disease)の発
生以降，著しく減少の傾向にある。もともと，アカマツは露岩地

等の痩せた土地を土地的な極相として分布し，農耕文化の発達に

伴い分布域を広めてきた樹種でもある。そのため，化学肥料や石

油燃料等の普及により里山の利用がなくなったことも衰退の傾向

に拍車をかけている。里山の保全が生物多様性の国家戦略の一つ

となっており 2)里山生態系の機能的価値が見直されるなか，その

主要な構成種であるアカマツの緑化樹木としての重要性が再認識

されている。 
衰退しつつあるアカマツ林分を再生，修復する場合には下層処

理や林床処理が効果的である 6)。アカマツの種子は光発芽種子で

あることから 7)，下層や林床の有機物層を除去するとそれらが残

存している林分に比べて種子の発芽率は高くなる。同様に，実生

の生残率も下層を除去した方が圧倒的に高く，また乾燥害や菌害

をもたらすと考えられる有機物層を除去すると実生の生残率は更

に高くなる。 
いったん定着してしまえば様々な立地で生育が可能である。こ

の理由の一つにアカマツの持つ生育環境条件への高い順応能力が

挙げられる 3-5)。斜面上部のような乾燥気味の立地に生育するアカ

マツは水分損失に対して葉の圧ポテンシャルと枝の通水抵抗の制

御により速やかな気孔調節を実現している 4,5)。また，乾燥ストレ

スに対して失水抑制のために気孔を閉じ気味に保ちながらも高い

光合成活性を維持できることが明らかになっている 3)。成長量に

ついても比較的旺盛であることが明らかにされている 7)。このよ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アカマツの芽生え（左）と当年生実生の根（右） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
下層植生を除去処理したアカマツ林分（左）とそこに定着した実

生（右） 
 
 
うな，環境に対する高い順応能から，特に地力の低下した土地に

おける生態系修復の初期過程において修復効果は高い。マツ林文

化の継承といった意味からもアカマツを用いた生態系の修復に期

待が寄せられる。 
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